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■各会計決算の状況
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（単位：百万円）

区　分

予　算　現　額 歳　　　　入 執行率 翌年度繰越財源 実質収支額

A B B/A E F=D-E

871,218 833,860 95.7 7,165 2,547

3,427 2,665 77.8 0 0

353 351 99.4 0 6

212 270 127.6 0 112

188,272 184,768 98.1 0 0

321 334 104.0 0 81

19,882 19,126 96.2 0 542

100,033 98,955 98.9 0 394

1,168 1,119 95.8 0 49

313,668 307,589 98.1 0 1,183

1,184,886 1,141,448 96.3 7,165 3,730

404,155 390,181 96.5 0 0

（単位：百万円）

区　分

収益的収入 収益的支出

A B

22,684 22,089

1,812 2,426

1,267 1,331

47,015 42,514

42,643 37,623

41,568 41,042

156,988 147,024

会　計

歳　　　　出

C

824,148

2,665

一 般 会 計

特

別

会

計

土 地 区 画 整 理

駐 車 場

母 子 寡 婦 福 祉 資 金 貸 付

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

A-B

介 護 保 険

合合合合 計計計計

公 債 会 計

基 金

会　計

小 計

老 人 医 療

差引

345

159

184,768

1,070

306,405

1,130,553

390,181

18,584

98,562

未処分利益剰余金

（▲未処理欠損金）

253

形式収支額

D=B-C

9,712

0

6

74.9

98.1

93.5

97.7

執行率

97.7

95.4

96.5

98.5

91.6

C/A

94.6

77.8

78.9

1,183

10,895

0

112

0

542

394

49

81

▲ 375,959

527

合合合合 計計計計

病 院 事 業 会 計

中 央 卸 売 市 場 事 業 会 計

軌 道 事 業 会 計

高 速 電 車 事 業 会 計

水 道 事 業 会 計

下 水 道 事 業 会 計

595

▲ 614

▲ 63

4,501

5,020

累積資金残高

（▲資金不足）

18,460

企

業

会

計

5,017

1,413

544

▲ 758

6,286

5,957

9,965

▲ 17,359

▲ 5,288

▲ 43

▲ 330,583

4,593

▲ 27,279



■一般会計決算の状況（最終予算額）

平成平成平成平成22年度最終年度最終年度最終年度最終予算額予算額予算額予算額はははは、、、、前年度比前年度比前年度比前年度比0.1％％％％減減減減のののの8,712億億億億18百万円百万円百万円百万円

（ただし、平成21年度の定額給付金事業の影響を除くと、前年度比3.3％増）

・平成22年度当初予算は、行財政改革プランに基づく事務事業の見直しを進める一方、第２次札幌新まちづくり計画に定めた重要な政策課題に対して積

極的に予算を配分した結果、前年度比4.4％増となり、2年連続で前年度を上回りました。

・その後の補正予算において、依然として厳しい景気状況に対応するための緊急経済対策や、不足が見込まれた生活保護費・道路除雪費等、319億98

百万円を追加しました。

896,299
859,708

840,638 834,407 815,865
793,865 789,321

822,350

872,346 871,218

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

（（（（参考参考参考参考））））最終最終最終最終予算額予算額予算額予算額のののの推移推移推移推移

（単位：百万円）

788,000

822,900

21年度

22年度

当初予算額 補正予算額 前年度からの繰越額

（単位：百万円）

最終予算額

872,346

最終予算額

871,218

49,683

31,998

34,663
（うち定額給付金事業29,235）

16,320
伸率

4.4％

伸率

▲0.1％
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1,391

翌年度繰越財源

7,165

406

実質収支実質収支実質収支実質収支

2,547

817,225

824,148

1,797

形式収支 9,712

819,022

833,860

815,000 825,000 835,000

歳

出

決

算

額

歳

入

決

算

額

歳

出

決

算

額

歳

入

決

算

額

2
1
年
度

2
2
年
度

（単位：百万円）

22

年年年年

度度度度

21

年

度

年度中に生じた事由などにより、翌年度に繰り

越すこととなった事業費にあてるための財源

■一般会計決算の状況（収支の状況）

実質実質実質実質収支収支収支収支（（（（決算剰余金決算剰余金決算剰余金決算剰余金））））はははは25億億億億47百万円百万円百万円百万円

・このうち、13億円を財政調整基金に積み立て、残余は23年度に繰り越しました。

・基礎的財政収支（プライマリーバランス）は引き続き黒字を維持して、市債残高

の減少基調を維持しました。

（元金償還額：836億3百万円 市債発行額：772億69百万円）

51 71

637

89 147 65
353

107

2,123

465

1,198

1,851

893

2,468
2,299

870

1,489

2,323

867
989

406

2,547

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

H元 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

実質収支実質収支実質収支実質収支のののの推移推移推移推移

（単位：百万円）

※基礎的財政収支（プライマリーバランス）について

一般的には公債発行等を除いた収入と、過去の債務に対する元利払

い以外の支出との差を指しますが、本市ではより基準を厳しく設定し、

市債発行を除いた歳入と元金償還額を除いた歳出との差をもって、独

自の基礎的財政収支としています。
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275,077

市税

274,794

102,727

地方交付税

101,734

164,179

国庫支出金

166,255

107,301

諸収入

114,611

77,269

市債

54,027

107,307

その他（※）

107,601

833,860

819,022

0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000 600,000 700,000 800,000

22年度

21年度

（単位：百万円）

282

（0.1%）
992

（1.0%）

▲2,076

（▲1.2%）

▲7,309

（▲6.4%）

23,242

（43.0%）

▲294

（▲0.3%）
14,838

（1.8%）

うち臨時財政対策債 26,336

うち臨時財政対策債 51,127
※「その他」には、使用料及び手数料、道支出金などが含まれます。

22年度年度年度年度

■一般会計決算の状況（歳入決算の概要）

市税は前年度から横ばい

・企業業績の持ち直しにより法人市民税は増となったものの、納税者数の減などにより個人市民税は減となりました。

臨時財政対策債の増により市債発行額は前年度から43.0％の増加
・臨時財政対策債の発行額が前年度比247億91百万円の増となったことから、市債全体としても前年度から大きく増加しました。

地方交付税は前年度から微増

・市民税所得割の減などによる基準財政収入額の減により、前年度比1.0％増の1,027億27百万円となりました。

・臨時財政対策債を含む広義の地方交付税は、生活保護を含む社会保障費増による基準財政需要額の増等により、前年度比20.1％増の1,538億

54百万円となりました。
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276,908

保健福祉費

240,120

85,910

経済費

95,170

80,188

土木費

76,095

100,949

公債費

98,284

95,534

職員費

100,603

184,659

その他（※）

206,953

824,148

817,225

0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000 600,000 700,000 800,000 900,000

22年度

21年度

（単位：百万円）

36,788

（15.3%）
▲9,260

（▲9.7%）

4,092

（5.4%）
2,666

（2.7%）

▲5,069

（▲5.0%）

6,923

（0.8%）

▲22,294

（▲10.8%）

※「その他」には、総務費、環境費、諸支出金などが含まれます。

22年度年度年度年度

保健福祉費は前年度から15.3％の増加
子ども手当費、生活保護費、介護給付費などの増加により、前年度から367億88百万円の増となりました。

土木費は前年度から5.4％の増加
札幌駅前通地下歩行空間整備費や道路除雪費の増などにより、前年度から40億92百万円の増となりました。

経済費は前年度比9.7％の減少
中小企業金融対策資金等貸付金の減などにより、前年度から92億60百万円の減となりました。

その他については、まちづくり推進基金造成費の増などによる諸支出金の増（前年度比88億13百万円、10.3％の増）があったものの、定額給付金

事業終了による総務費の減（前年度比305億91百万円、53.3％の減）があったため、前年度から222億94百万円、10.8％の減となりました。

■一般会計決算の状況（目的別歳出決算の概要）



■一般会計決算の状況（性質別歳出決算の概要）

103,857

人件費

109,060

225,186

扶助費

191,762

76,390

普通建設

事業費

71,576

100,458

公債費

97,843

87,532

貸付金

96,908

54,266

繰出金

50,977

176,460

その他（※）

199,100

824,148

817,225

0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000 600,000 700,000 800,000 900,000

22年度

21年度

（単位：百万円）

▲5,203

（▲4.8%）
33,423

（17.4%）

4,814

（6.7%）

2,615

（2.7%）

▲9,376

（▲9.7%）
3,289

（6.5%）

6,923

（0.8%）

▲22,640

（▲11.4%）

※「その他」には、補助費等、物件費などが含まれます。

22年度年度年度年度

扶助費は前年度から17.4％の増加
子ども手当費、生活保護扶助費、介護給付費などの増加により、前年度から334億23百万円の増となりました。

人件費は前年度から4.8％の減少
職員給与や退職手当の減により、前年度から52億3百万円の減となりました。

普通建設事業費は前年度から6.7％の増加
札幌駅前通地下歩行空間整備費事業費の増などにより、前年度から48億14百万円の増となりました。

その他については、定額給付金事業終了による補助費等の減などにより334億89百万円の減となりました。

－6－



■平成22年度中に実施した主な事業（1）

子子子子どもをどもをどもをどもを生生生生みみみみ育育育育てやすくてやすくてやすくてやすく、、、、健健健健やかにはぐくむやかにはぐくむやかにはぐくむやかにはぐくむ街街街街

●●●● 保育所定員保育所定員保育所定員保育所定員をををを1,0581,0581,0581,058人分拡大人分拡大人分拡大人分拡大 23232323億億億億9,09,09,09,095959595万円万円万円万円

子どもを生み育てやすい環境づくりとして、保育所の新築及び

増改築や認定こども園の新規整備等により、保育所定員を1,058

人分拡大しました。

●●●● ヒブワクチンヒブワクチンヒブワクチンヒブワクチン接種助成制度接種助成制度接種助成制度接種助成制度のののの導入導入導入導入 2222億億億億2,0202,0202,0202,020万円万円万円万円

Ｈｉｂ（ヒブ）による髄膜炎等の

発症を予防するため、生後２か月か

ら４歳児までのワクチン接種に対す

る助成制度を、政令指定都市で初め

て導入しました。

●●●● 小学校小学校小学校小学校のののの増改築増改築増改築増改築のののの実施実施実施実施 28282828億億億億7,3237,3237,3237,323万円万円万円万円

未来を担う子どもが健やかに育つ環境の充実を図るため、老朽

化した小学校２校の改築を実施したほか、児童の増加等に伴う小

学校２校の増築を行いました。

●●●● 奨学金奨学金奨学金奨学金のののの支給対象者支給対象者支給対象者支給対象者をををを315315315315人分拡大人分拡大人分拡大人分拡大 1111億億億億155155155155万円万円万円万円

経済的理由により修学が困難な高校生や大学生への奨学金の支

給対象者を 315人分拡大して、1,307人としました。

主体的主体的主体的主体的なななな活動活動活動活動がががが生生生生まれまれまれまれ、、、、経済経済経済経済のののの活力活力活力活力みなぎるみなぎるみなぎるみなぎる街街街街

●●●● まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり活動活動活動活動のののの支援支援支援支援 5,1155,1155,1155,115万円万円万円万円

地域のまちづくり活動を活性化させる取組として、市民や企

業等からの寄附を原資とする、町内会・ボランティア団体・Ｎ

ＰＯ団体への支援などを行いました。

● 景気対策緊急支援資金景気対策緊急支援資金景気対策緊急支援資金景気対策緊急支援資金のののの新規融資枠新規融資枠新規融資枠新規融資枠をををを100100100100億円拡大億円拡大億円拡大億円拡大

178178178178億億億億2,8612,8612,8612,861万円万円万円万円

札幌の経済を支える企業への

支援として、景気対策緊急支援

資金の新規融資枠を100億円拡大

し、300億円としました。

●●●● 省省省省エネエネエネエネ・・・・バリアフリーバリアフリーバリアフリーバリアフリー化化化化にににに対対対対するするするする補助補助補助補助 967967967967万円万円万円万円

環境負荷の低減、安全・安心で快適な住環境の創出や市内産

業の活性化などを図るため、住宅の省エネやバリアフリーにか

かるリフォームに対する補助を開始しました。

●●●● 地元地元地元地元ＩＴＩＴＩＴＩＴ企業企業企業企業のののの受注機会拡大受注機会拡大受注機会拡大受注機会拡大 5,5895,5895,5895,589万円万円万円万円

地元ＩＴ企業の受注機会を拡大するため、札幌市業務システ

ムの「グラスボックス化（情報システムの中身を誰もが理解で

きるようにすること）」に着手しました。

札幌市では市政運営上の重要施策について、「第２次札幌新まちづくり計画」（計画期間19～22年度）を策定し、目標達成に

向けて計画的に取り組んできました。

ここでは、同計画に掲げる５つの政策の柱ごとに、関連事業の22年度決算の状況をお知らせします。
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■平成22年度中に実施した主な事業（2）

高齢者高齢者高齢者高齢者・・・・障障障障がいがいがいがい者者者者へのぬくもりあふれるへのぬくもりあふれるへのぬくもりあふれるへのぬくもりあふれる街街街街

●●●● 特別養護老人特別養護老人特別養護老人特別養護老人ホームホームホームホームのののの定員定員定員定員をををを138138138138人分拡大人分拡大人分拡大人分拡大 4444億億億億3,7003,7003,7003,700万円万円万円万円

高齢者の生活支援の充実として、特別養護老人ホーム３施設の

新規整備に対する補助を行い、138人分の定員拡大を図ること

で、在宅等での生活が困難となった高齢者介護を受けながら安心

して生活ができるよう取り組みました。

●●●● 元気元気元気元気ショップショップショップショップのののの拡充整備拡充整備拡充整備拡充整備 7,6607,6607,6607,660万円万円万円万円

障がいのある方の自立支援の促進として、地域共同作業所など

で作られた製品の販路拡大を図るため、「元気ショップ」と「元

気ショップいこ～る」の拡充整備に取組みました。

安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心でででで、、、、人人人人とととと環境環境環境環境にやさしいにやさしいにやさしいにやさしい街街街街

●●●● 新新新新エネエネエネエネ・・・・省省省省エネエネエネエネ機器機器機器機器のののの導入支援導入支援導入支援導入支援 3333億億億億6,9376,9376,9376,937万円万円万円万円

地球環境問題への対応と循環型社会の構築のため、新エネ・

省エネ機器の家庭等への導入を支援する「札幌・エネルギー

ecoプロジェクト」の助成拡充を行いました。

●●●● 学校学校学校学校・・・・区役所区役所区役所区役所のののの耐震補強耐震補強耐震補強耐震補強 24242424億億億億151151151151万円万円万円万円

災害に強い安全なまちづ

くりのため、市有建築物耐

震化緊急５カ年計画に基づ

いて、学校や区役所などの

耐震補強に係る設計や工事

を行いました。

文化文化文化文化のののの薫薫薫薫るるるる、、、、都市都市都市都市のののの魅力魅力魅力魅力がががが輝輝輝輝きききき、、、、にぎわうにぎわうにぎわうにぎわう街街街街

●●●● 通年型通年型通年型通年型カーリングカーリングカーリングカーリング専用施設専用施設専用施設専用施設のののの設計設計設計設計 3,6993,6993,6993,699万円万円万円万円

新たなウインタースポーツを楽しむ機会の創出を目的として、

通年型カーリング専用施設の建設に向けた設計を行いました。

●●●● 都心部都心部都心部都心部のにぎわいのにぎわいのにぎわいのにぎわい創出創出創出創出 72727272億億億億9,7259,7259,7259,725万円万円万円万円

将来を見据えた魅力ある

都市を目指し、創成川公園

及び札幌駅前通地下歩行空

間を整備しました。

●●●● シティプロモートシティプロモートシティプロモートシティプロモートのののの推進推進推進推進 1111億億億億2,0142,0142,0142,014万円万円万円万円

札幌の持つ魅力を国内外へ発信し、集客や産業の活性化など

を図るため、シティプロモート戦略の策定を進めるとともに、

東アジアや新興市場であるロシア、インド、マレーシアなどか

らの旅行客や国際会議・展示会の誘致のほか、国際芸術展の実

施に向けた調査や、二地域居住の推進に向けたモデル事業等を

実施しました。

そのそのそのその他他他他

●●●● 東日本大震災東日本大震災東日本大震災東日本大震災のののの被災地支援等被災地支援等被災地支援等被災地支援等 3333億億億億5,6735,6735,6735,673万万万万円円円円

３月に発生した東日本大震災の被災地支援の一環として義援金

を支出したほか、被災地へ物資を支援するとともに、札幌市内の

公営住宅等に入居している被災者に対して、生活支援一時金を給

付するなど迅速に対応しました。

－8－



■主要財政指標の状況（1）

経常収支比率経常収支比率経常収支比率経常収支比率はははは平成平成平成平成18年度以来年度以来年度以来年度以来のののの好転好転好転好転

生活保護などの扶助費の大幅な増や施設維持補修費の増など

があったものの、臨時財政対策債を含めた広義の地方交付税の

増により、経常収支比率は平成18年度以来の好転となりました。

※経常収支比率とは

人件費、扶助費、公債費といった義務的な経常経費に、市税、地

方交付税といった経常的な一般財源がどの程度充当されている

かを表すもので、財政運営の弾力性や自由度を示す指標

健全化判断健全化判断健全化判断健全化判断比率等比率等比率等比率等はははは引引引引きききき続続続続きききき良好良好良好良好なななな比率比率比率比率をををを堅持堅持堅持堅持

財政規律の維持と適切な財政運営により、前年度に引き続き早期

健全化を求められる基準を大幅に下回る良好な比率を維持してい

ます。

※健全化判断比率とは

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づく、自治体

の財政の健全性を示す指標

※資金不足比率：公営企業ごとの資金不足額の事業規模に対す

る比率

・実質赤字比率：一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率

・連結実質赤字比率：全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率

・実質公債費比率：一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財

政規模に対する比率

・将来負担比率：一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対

する比率
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経常収支比率経常収支比率経常収支比率経常収支比率（（（（普通会計普通会計普通会計普通会計ベースベースベースベース））））

本市経常収支比率

他指定都市平均経常収支比率

（単位：％）（単位：％）

※減債基金からの借入による市債の発行抑制の影響を除いた場合



財政調整基金残高財政調整基金残高財政調整基金残高財政調整基金残高はははは112億円億円億円億円にににに増加増加増加増加

・平成22年度は、3億円を支消しましたが、決算剰余金のうち

13億円を積み立てた結果、22年度末現在高は112億円とな

りました。

（年度末残高のピークは昭和56年度の287億円）

・行財政改革プランで掲げたベンチマーク（指標）である、「平

成22年度末の基金残高について100億円程度の水準に維

持」を達成しました。

全会計全会計全会計全会計市債現在高市債現在高市債現在高市債現在高はははは7年連続年連続年連続年連続のののの減少減少減少減少

・特別会計・企業会計を含めた全会計の市債現在高は、前

年度比2.6％減の1兆8,330億円となり、7年連続で減少しまし

た。

・一般会計の市債現在高は、前年度比0.7％減の9,636億円

となり、6年連続で減少しました。

・行財政改革プランで掲げたベンチマークである「平成22年

度末の一般会計市債残高について1兆円を下回る水準に維

持」については、既に平成20年度に達成しています。

■主要財政指標の状況（2）
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支消額（予算） 支消額（決算） 年度末現在高

（単位：億円）

（見込）

10,569 10,273 9,962 9,700 9,636

10,228 9,925 9,560 9,127 8,694
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20,198
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18,827 18,330

0

5,000

10,000

15,000

20,000
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18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

市債現在高市債現在高市債現在高市債現在高のののの状況状況状況状況

一般会計 特別会計・企業会計

（単位：億円）

※将来の市債の満期一括償還のために積み立てた額を償還とみなし、減債基金から借り入れた額を市

債とみなした場合

（単位：億円）

※将来の市債の満期一括償還のために積み立てた額を償還とみなし、減債基金から借り入れた額を市

債とみなした場合



■市税決算の概要

258,255
261,123

265,980

282,384 282,150

274,794 275,077

94.4
94.6

94.9 95.0

94.6
94.3 94.3
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240,000
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270,000

280,000

290,000

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

市税決算額（百万円） 収入率（％）

税源移譲の実施市税決算額市税決算額市税決算額市税決算額はははは前年度比前年度比前年度比前年度比0.1％％％％増増増増のののの2,750億億億億77百万円百万円百万円百万円

企業業績の持ち直しにより法人市民税は増となったものの、納

税者数の減などにより、個人市民税は減となりました。

収入率については、前年度と同率の94.3％となりました。

Ａ 構成比 Ｂ 構成比 Ｃ 構成比 Ｃ － Ａ 伸 率 Ｃ － Ｂ 伸 率

270,863

（単位：百万円、％）

21 年 度 22 年 度

決 算 額 予 算 額 決 算 額 21 年 度 決 算 比 22 年 度 予 算 比

現 年 課 税 分 270,712 98.5 270,400 98.4

個 人 市 民 税 93,196 33.9 89,945 32.7 ▲ 634 ▲ 0.7

98.5 151 0.1 463 0.2

25,997

89,311 32.5 ▲ 3,885 ▲ 4.2

法 人 市 民 税 24,312 8.8 25,732 9.4

固 定 資 産 税

都 市 計 画 税

129,702 47.2 131,849 48.0 12 0.0

9.5 1,685 6.9 265 1.0

23,694

131,861 47.9 2,159 1.7

そ の 他 23,502 8.6 22,874 8.3

滞 納 繰 越 分 4,082 1.5 4,300 1.6 ▲ 86 ▲ 2.0

8.6 192 0.8 820 3.6

4,214 1.5 132 3.2

100.0 283 0.1 377 0.1合 計 274,794 100.0 274,700 100.0 275,077
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■札幌市の財政を家計に例えると・・・

平成22年度一般会計決算の歳入総額を、年間収入500万円の家計に例えた場合、以下のようになります。
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平成平成平成平成22年度年度年度年度 決算決算決算決算のののの概要概要概要概要

平成23年（2011年）9月15日

札幌市財政局財政部

担当：里、瀬川

電話 011-211-2212

ホームページ http://www.city.sapporo.jp/zaisei/kohyo/


